○鈴鹿市小規模修繕工事等契約希望者登録要綱
平成18年１月23日告示第12号
改正
平成22年３月17日告示第56号
平成26年８月29日告示第211号
平成30年２月16日告示第22号
鈴鹿市小規模修繕工事等契約希望者登録要綱
（趣旨）
第１条　この要綱は，小規模修繕工事等を発注するに当たり，市内の小規模事業者の受注機会の拡大を図るため，必要な事項を定めるものとする。
（定義）
第２条　この要綱において「小規模修繕工事等」とは，市が発注する工事（別表に掲げる業種に係るもの）のうち，その内容が軽易かつ履行の確保が容易であると認められるものであって，１件の予定価格が30万円以下のものとする。
（登録資格）
第３条　小規模修繕工事等の契約を希望する小規模事業者は，市内に本社若しくは本店を有する法人又は市内に住所を有する個人事業主であり，かつ，市内において引き続き２年以上営業を行っている者であって，次の各号のいずれにも該当しないものとする。
(１)　地方自治法施行令（昭和22年政令第16号）第167条の４第１項に該当する者
(２)　鈴鹿市契約規則（昭和41年鈴鹿市規則第18号）第３条第４項に規定する入札参加資格者名簿のうち建設業法（昭和２４年法律第１００号）第２条第１項に規定する建設工事に係るものに登録されている者
(３)　受注する業種を履行するために必要な資格又は許可を有しない者
(４)　国税及び市税を滞納している者
(５)　健康保険法（大正11年法律第70号）第48条の規定による届出の義務，厚生年金保険法（昭和29年法律第115号）第27条の規定による届出の義務又は雇用保険法（昭和49年法律第116号）第７条の規定による届出の義務を履行していない者
（申請）
第４条　前条の小規模事業者は，小規模修繕工事等契約希望者登録申請書（第１号様式）に必要な書類を添えて市長に提出しなければならない。
（契約希望者の登録）
第５条　市長は，前条の規定による申請があったときは，その内容を審査し，適当と認めた者を契約希望者として登録するものとする。
（登録事項の変更等）
第６条　契約希望者は，登録事項を変更し，又は事業を廃止したときは，小規模修繕工事等契約希望者登録事項変更届（第２号様式）を速やかに提出しなければならない。
（登録の取消し）
第７条　市長は，契約希望者が次の各号のいずれかに該当したときは，当該契約希望者の登録を取り消すことができる。
(１)　小規模修繕工事等の履行が不可能であると認められるとき。
(２)　第３条に規定する契約希望者としての資格を欠くと認めるとき。
(３)　前２号に掲げるもののほか，市長が不適当と認めるとき。
（有効期間）
第８条　第５条の規定による登録の有効期間は，契約希望者の名簿が作成された日から次回の契約希望者の名簿が作成されるまでの間とする。
（その他）
第９条　この要綱に定めるもののほか，必要な事項は，別に定める。
附　則
この告示は，公表の日から施行する。
附　則（平成22年３月17日告示第56号）
この告示は，公表の日から施行する。
附　則（平成26年８月29日告示第211号）
この告示は，平成26年９月１日から施行する。
附　則（平成30年２月16日告示第22号）
この告示は，平成30年２月16日から施行する。
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